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Page kidney is caused by the accumulation of blood in the perinephric or subcapsular space, resulting in

compression of the involved kidney, renal ischemia and high renin hypertension. We describe a case of

domestic violence-related Page kidney. This report also reviews previously described cases of Page kidney.

(Hinyokika Kiyo 55 : 331-333, 2009)
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緒 言

Page kidney は，腎周囲または腎被膜下からの圧迫

によって腎実質が虚血に陥ることで，腎からレニンが

過分泌されることにより高血圧を呈する病態と報告さ

れている1,2)．われわれは 2度の経皮的穿刺ドレナー

ジによる保存的治療を試みたが，再発を繰り返すため

腎摘除術を施行し，血圧を正常化しえた症例を経験し

たので，若干の文献的考察を加えて報告する．

症 例

患者 : 31歳，女性

主訴 :高血圧

現病歴 : 2007年 4 月頃より夫による domestic vio-

lence を受け，右腹部腫瘤の出現を自覚するも放置し

ていた． 6月 domestic violence による右裂孔原性網膜

剥離の加療目的に当院眼科に入院したが，入院中に

徐々に増悪する高血圧を認め内科受診．腹部単純 CT

にて右腎被膜下血腫を疑われ当科に紹介された．

初診時現症 :血圧 196/110 mmHg．右側腹部から季

肋部にかけて乳児頭大の腫瘤を触知した．

入院時検査所見 :血液生化学検査は RBC 400×104/

μ l，Hb 10.6 g/dl，Ht 32.0％と軽度貧血状態であっ

た．血漿レニン濃度 73 pg/ml，アルドステロン 191

pg/ml と上昇を認めた．

画像検査所見 : 2007年 6月の腹部造影 CT では，右

腎実質を左前方に圧排する形で 11.2×13.8×17.5 cm

の境界明瞭で内部均一，造影効果に乏しい低濃度病変

を認めた (Fig. 1）．腹痛など急激な発症と考えられる

自覚症状を認めず，画像検査でも腎腫瘍の破裂を疑わ

せる所見を認めなかったことから，右腎被膜下血腫が

緩徐に形成されたものと診断した．2007年 7月のレノ

グラムでは右腎機能の低下を認めた．

治療経過 : 2007年 6月よりベシル酸アムロジピン 5

mg を内服開始した．また，2007年 7月よりカンデサ

ルタンシレキセチル 1日量 8 mg を追加した．腎被膜

下血腫の確認および高血圧発症との関連性を確認する

ことを目的として，同月エコーガイド下経皮的血腫ド

レナージ術を施行し，陳旧血性内容液 を約 1,200 ml

回収した．これにより血圧は 110/72 mmHg と低下

し，血漿レニン濃度 14 pg/ml・アルドステロン 107

pg/ml と改善したため降圧剤を中止することができた

が，Hb 9.1 g/dl と貧血の悪化を認めた．2007年 9月

CT にて血腫の再発を認め，血圧が 150/90 mmHg と

上昇し，血漿レニン濃度 30 pg/ml・アルドステロン

150 pg/ml と再度上昇をきたしたため，降圧剤の再投

与を開始した．なお，Hb 11.5 g/dl と貧血は改善して

いた．2007年11月， 2度目の経皮的血腫ドレナージ術

を施行し，血性内容液 850 ml を回収した．これによ

り血圧は 112/64 mmHg と低下した．2008年 1月 CT

にて血腫の再発を認め，また Hb 9.5 g/dl と貧血は再

度悪化していた．ドレナージの度に悪化する貧血と容

易に再発する被膜下血腫の根治目的のため，同月右腎

摘除術を施行した．手術は右腰部斜切開にてアプロー

チしたが，腫大した腎と周囲との癒着が強く剥離が困

難であり，被膜下血腫に対する術中穿刺吸引を併用し

右腎を摘出した (Fig. 2）．

2008年 6月の血漿レニン濃度 4.4 pg/ml・アルドス

テロン 100 pg/ml，血圧 110/70 mmHg と経過良好で

あり，降圧剤の服用を必要としていない．

病理組織学的所見 :腎実質の外側に厚い線維性被膜

がみられた．腎実質の血腫側は線維化し偽被膜を形成
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しており，これを介してリンパ球や好中球など炎症性

細胞を認めた．糸球体では傍糸球体装置の明らかな増

生は認められなかった．

考 察

腎外傷による合併症として高血圧が知られている

が，その頻度は 4∼10％と報告されている3~6)．その

原因として腎梗塞，腎瘢痕化，水腎症，慢性感染症，

脈管損傷，Page kidney などが考えられている3,7)．

この中で，Page kidney は腎実質が圧迫されること

により腎血流が低下し，renin-angiotensin-aldosterone

system の賦活化がおき，この結果，高血圧になるとい

うものであり1,2)，その名前は1939年に Page7,8) がセ

ロファンを用いて犬の片側あるいは両側の腎をラッピ

ングすることで高血圧が惹起されることを報告した実

験モデルに由来する．また，Page kidney の原因はス

ポーツ，転落，交通事故などの鈍的外傷により腎周囲

血腫を形成したものが最も多く，腎生検9~11)や腰部交

感神経ブロック12)などによる腎周囲血腫によるもの

や，urinoma13)，pseudocyst14)，lymphocele15) な ど に

よるものも報告されている．本症例では，夫による

domestic violence によって発症したと思われる右腎被

膜下血腫が原因であった．なお，Pub Med および医

学中央雑誌で Page kidney をキーワードとして過去30

年を検索した結果，国内外を含めて39例の症例報告が

なされていたが，domestic violence に関連するものの

報告はなかった．

一般に Page kidney の治療法として，○1 腎摘除術，

○2 腎部分切除術，○3 capsulotomy，○4 経皮的血腫ドレ

ナージ，○5降圧剤内服による保存的治療などが報告さ

れており，Page らの報告では，腎摘除術により高血

圧がコントロールされた症例は90％を超えている7)．

これに対し，経皮的血腫ドレナージやドレナージを併

用した capsulotomy では compressive fibrotic pseudo-

capsule が残存し，腎実質の圧迫が解除されないため，

レニンの過分泌が持続する可能性があり根治的ではな

いとしている2,16,17)．一方，Aragona ら18)は血腫の再

吸収が起こらず，高血圧が 2カ月以上続いた場合は，

腎機能温存のため積極的に pseudocapsule の切除を行

うことでよい結果が得られたとしている．本症例では

若年ということもあり腎機能温存のため， 2度の穿刺

ドレナージを試みたが，再発を来たした．レノグラム

で患側腎の機能低下がみられ，また 2回目の穿刺ドレ

ナージで得られた内容液が血性であり，かつそれ以降

も貧血が進行したことから，pseudocapsule の切除で

は，出血のコントロールが困難であると考え，腎摘除

術を選択した．また，本症例では動脈造影を行っては

いないが， 3次元構築したダイナミック CT の動脈相

でみた限り，出血点は腎実質の血腫側全面からの

oozing であると考えられた．よって動脈塞栓術だけ

では止血は困難であり，高血圧の治療として文献的裏

づけがなかったため，今回は選択しなかった．

結 語

Domestic violence に関連した Page kidney の 1 例を

経験した．

この論文の要旨は第203回日本泌尿器科学会関西地方会で

発表した．
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Fig. 1. CT shows a large subcapsular renal
hematoma and compression of the renal
parenchyma.
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Fig. 2. Cross section of the kidney.
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